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１．研究目的

平成１２年９月に浜田沖水深１００mの地点に高さ４０mの人工魚礁が設置された。人工魚礁に蝟集

する魚群量の経年変動を調べた例は少なく場所や材質によっても異なると考えられる。一般魚礁

では２年～５年目に蝟集魚量が多くなったという断片的な調査事例があるものの水深の４０％を有

する「高層魚礁」の設置は全国的にも数例しかなく、「高層魚礁」に蝟集する魚類の知見は乏し

い。今後「高層魚礁」の利用・管理を行っていく場合、蝟集魚の変遷に関する知見は不可欠とな

る。こうした背景から浜田沖に沈設された「高層魚礁」の利用・管理の側面に焦点を当てた調査

を行う。

２．研究方法

漁獲物調査は浜田市漁協所属の小型一本釣漁船桂丸（１．９４トン）を傭船して行った。原則とし

て１回／月、午前６時～午後４時とした。漁法は主として「空針釣り」といわれる建て縄釣りで

行った。得られた漁獲物の魚種組成を調べ、各個体の体長、重量を計測した。

３．研究結果

平成１２年１０月、浜田市沖水深約１００mの海域に設置された高層人工魚礁での一本釣漁業による

標本の経年変化を調べた。調査期間中、２９種の魚種を確認した。魚礁タイプ別で全期間の重量比

は蠡型４８％、蠱型４９．９％、蠢型１．８％で蠶型はごくわずかであった。漁獲されたタイプ別魚類の

季節変動をみると、夏～秋には蠱型、冬～春には蠡型の魚類の出現する比重が高い傾向が認めら

れる。漁獲量・CPUEの季節変動と年変動には傾向的な変動を指摘することは難しい。蝟集した

魚類群集の多様度は春３月に高まるようにみえ、経年変動はないように思われる。

４．研究成果

�今後の沖合域における漁場造成の考え方に対する基礎資料となる。
�高層魚礁の対象魚種の考え方、造成計画の考え方の参考資料とする。
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